
本郷～お茶の水探訪

　　　本郷三丁目駅からお茶の水駅まで散策しました



　　　１５年以上前（東大病院の現場に通っていた頃）とは違って超モダンな本郷三丁目駅となっていました



　　　　駅からすぐの本郷通り交差点のそばに当時は気が付かなかった「本郷薬師」なるものがありました



　　　　　　右手は「機山館」というビジネスホテル（当時宿直で泊まったこともある）



これが「本郷薬師」







　　　　　さらにそのそばに「櫻木神社」なるものもありました





　　これが拝殿





　　これが本殿



　　　　そしてさらにこんなものもありました（イヤー驚きです）





東大病院方向へ歩くとレトロな建物がある

　　　　　入り口に「中央會堂」とある



いよいよ東大本郷キャンパスの弥生門

　　正面の高層棟が「本部棟（管理棟）」



　　　　弥生門



　そしてこれが平成７年竣工の東京大学附属病院外来診療棟



　　　　　スクラッチタイルの外壁

遠方にスカイツリーが見える（奥は中央診療棟、病棟と続く/ともに外来診療棟よりは後に大林組で施工している大林エリア/この病棟に天皇陛下が入院された）



　外来診療棟のエントランスのファサード



　設計は「東京大学管理部」となっていたが（当時の文部省の発注）、実際は岡田新一設計事務所であった

しかし岡田新一設計事務所は全くタッチせず、専ら監理業務（図面の承諾やら検査等）は東大管理部（文部技官の人達）で何も知らない担当者達であった
（ちなみに施工図等の承諾印は工事が終わって会計検査の行なわれる直前になってやっと押していました。これが日常化しているわけで困ったことですね）



　メイン構内道路面の外壁ファサード



とてつもない大きさのテラコッタが目を引く



　　　　こんなものを嵌め込んでしまった（バブルの真っ只中の発注/今ではこんなことは出来ないでしょう）



構内からこんな建物が目に入りました

何のためにこんな屋根にするのでしょうか



　　　　　構内を後にして、不忍池方面に向かいます/總鎮守境稲荷社とあります







　　　平成５年に造営されたとのこと



　　　　昔の江戸のも銘水もありました



　その付近にＲＣ造のこんな寺院がありました/宗賢寺とあります



こういう建物を見ると大岡先生の「嘆き」が分かるような気がします



その付近にこんなものも/寺院ではないらしい



　　　不忍池（水質の浄化が行なわれて綺麗になっている）



都会のオアシスか



　東大病院外来診療棟と同時期に大林組で建設していた建築家菊竹清訓設計の「法華倶楽部五重塔ホテル」は既に解体され高層マンションと化していた
（バブルの総決算）



これが今回の見学目的の一つ、弁天堂







　　　ＲＣ造









　　　　　　　昭和３３年９月に再建されたとある



　　これが大岡先生の「弁天堂」設計案の一つ/実際には他の設計者によるデザインになったようだ





　　　　　隣に建つ大黒天堂/木造



弁天堂の後ろにはスカイツリーが見えた



　　　　さて次は近くの横山大観記念館



　　　　こういう文化財が残るのも東京の一つの風景です



湯島方面に少し歩くと旧岩崎邸庭園です



　　これが入り口

　



　　　　　次は湯島天満宮入り口です



　　　　正面が湯島天満宮（湯島天神）



　　　正面が拝殿



　　　　拝殿（社殿は1995年再建）



　正面左が本殿



　　　　　なかなかの曲線のブリッジ



　社務所・参集殿



　　こんなものが



　手前は手水舎



　　　　授与所



　　　宝物殿









　　足元に蟇股が





こういう蟇股も



　　　左は銅鳥居



　その次は神田明神



　　　随神門









　正面は御神殿



　　左手は鳳凰殿



　　　御神殿（昭和９年竣工/ＳＲＣ造）



　　　御神殿













　　　　正面は神田明神資料館（斉館）



　　　　江戸神社



　　　　各末社



　正面は祖霊社



　　　　左は御神殿、右は資料館



　　　御神殿右側面



　　　　祭務所（左）、神楽殿（右）



　　　　手水舎





　　　　鳳凰殿



　　　　祭務所（左）、神楽殿（右）



　　　　神楽殿



　　　明神会館



　　　　　そして湯島聖堂（裏から）



　　　　大成殿



　　　　　西廻廊（左）と杏壇門（右）



　　　　杏壇門



　正面が大成殿



　　　　　大成殿（昭和１０年再建/設計は伊東忠太/ＲＣ造）





　杏壇門を見る



　　　東廻廊天井



　　　東廻廊外壁



　　　　杏壇門外壁



　　　　　杏壇門より水屋を見る



　水屋（木造）

　　　　　関東大震災ではこの水屋と入徳門が焼け残った
（この水屋の改修も松浦愛一郎・一・弘二の三人が携わったという）



　　　　　　入徳門（1704年建立）

　昭和９年に大林組の下請けで松井組（工事担当は松浦愛一郎）が改修した（木造）









　　　　　平成５年に大林組によりリニューアルされている





















　　仰高門へ歩く

　　　　土塀も三人が携わったという



　　　孔子銅像



　　　　　仰高門（昭和１０年再建）

　　　大林組の下請けで松井組が請負い、松浦愛一郎・一・弘二の三人が担当したという（松浦一が工事主任であり、初めてのＲＣ造の建物であった）
　　　聖堂の敷地内に仮設小屋を造って寝泊まりし再建に尽力したという





































　　右は斯文会館



斯文（しぶん）会館













　聖橋方向へ歩く



　　　　聖橋（山田守設計）



　　　　聖橋から万代橋方向を見る



　　　　　　いよいよニコライ堂（ジョサイア・コンドル設計）











　　　現代の建設現場との対比が面白い



　ビザンチン様式

















　　　　すぐ近くは日大理工学部一号館（東京建築賞受賞作）



　　そしてお茶の水スクエア（主婦の友三号館）/磯崎新設計

ＢＣＳ賞を受賞している



両サイドはウィリアム・ヴォーリス設計の外壁復元

　　　　旧建物の解体期間も入れると二年半近くの長い工期であり、この外壁の復元も小生の担当であった



テラコッタによる装飾の復元



高層部は筑波センタービルと同型（ポストモダニズム）



　　左側面から見る















カザルスホール（音楽ホール）のアプローチ



　　　　　この建物をよもや壊さないでしょうね（鳩山某）









































































































　





































































　


